
⑥
行
財
政
運
営

行
政
改
革

職
員
の
給
与

奥
出
雲
病
院
事
業

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
年
齢
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
で
あ
り
、
ホ
ッ
ケ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
に
本
町
出
身
の
選
手

が
選
出
さ
れ
、
活
躍
し
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
文
化
協
会
を
中
心

と
し
た
各
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
、

文
化
の
日
を
中
心
と
し
た
奥
出
雲

町
芸
術
文
化
祭
の
開
催
や
、
各
種

演
劇
等
を
鑑
賞
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー

バ
ス
の
運
行
な
ど
の
諸
事
業
を
積

極
的
に
行
い
、
「
文
化
の
薫
り
高

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
、
保
存
、
伝
承

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
尾
原
ダ
ム
建
設
に
伴
う

埋
蔵
文
化
財
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
矢
谷

地
内
の
「
御
崎
遺
跡
」
と
佐
白
地

内
の
「
家
ノ
脇
Ⅰ
遺
跡
」
の
発
掘

調
査
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
政

改
革
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
職

員
定
数
の
削
減
・
給
与
の
適
正
化

を
は
じ
め
、
外
郭
団
体
の
統
廃
合
、

消
防
団
組
織
の
見
直
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
の
経
営
体
制
の
刷

新
、
保
育
所
の
民
営
化
な

ど
に
取
組
ん
で
参
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
第
三

セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
善
や
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
再

編
、
下
水
道
料
金
の
統
一

な
ど
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
組
織
機
構

に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
福

祉
事
務
所
の
設
置
や
課
の

統
合
な
ど
、
一
部
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き

続
き
業
務
量
や
事
務
事
業
を
見
直

し
、
機
構
の
一
部
見
直
し
も
含
め
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織
の
構

築
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
昨
年
か
ら
は
県
農
業

改
良
普
及
員
の
駐
在
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
極
め
て
大
き
な

効
果
が
あ
り
、
二
十
年
度
も
引
き

続
き
、
県
東
部
農
振
セ
ン
タ
ー
雲

南
事
務
所
仁
多
地
域
振
興
グ
ル
ー

プ
の
直
接
指
導
・
支
援
を
い
た
だ

き
、
農
業
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー

を
役
場
仁
多
庁
舎
に
設
置
し
、
就

農
支
援
や
技
術
向
上
、
組
織
の
集

団
化
等
を
一
層
進
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
四
月
か
ら
農
林
水
産
省

と
職
員
交
流
を
行
い
、
本
省
か
ら

一
名
の
出
向
を
受
け
、
国
県
と
の

連
携
調
整
に
努
め
ま
す
。

　

職
員
の
給
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

労
働
協
約
上
合
意
が
必
要
で
あ
っ

た
現
業
職
員
に
つ
き
ま
し
て
、
県

労
働
委
員
会
へ
の
不
当
労
働
行
為

の
救
済
申
立
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
旧
町
間
の
行
政
職
二
表

の
調
整
が
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
昨
年
八
月
に
県
労
働
委

員
会
の
調
停
を
受
け
、
職
員
組
合

と
の
協
議
を
重
ね
、
本
年
一
月
か

ら
現
業
職
員
に
つ
い
て
も
一
般
職

員
と
同
様
、
旧
仁
多
町
の
給
与
に

合
わ
せ
る
調
整
を
行
う
こ
と
で
合

意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
審
議
会
の
答

申
を
受
け
、
平
成
十
九
年
四
月
か

ら
課
長
級
に
つ
い
て
は
五
㌫
の
給

料
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
年
一
月
か
ら
平
成
二
十
二

年
三
月
ま
で
の
間
、
課
長
級
に
つ

き
ま
し
て
は
引
き
続
き
、
ま
た
新

た
に
課
長
補
佐
級
に
つ
い
て
は
四

㌫
、
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は

三
㌫
の
給
与
カ
ッ
ト
を
実
施
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

職
員
給
与
の
指
標
で
あ
る
平
成

十
九
年
度
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
、
県
下
十
三
町
村
中
上
か
ら
七

番
目
の
水
準
で
、
昨
年
を
二
・
五

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
町
職
員
の
給
与
の
状
況
に

つ
い
て
、
そ
の
透
明
性
を
高
め
、

更
に
改
善
に
努
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
病
院
に
移
転
し
十
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
平
成
十
三
年
度
に
導

入
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を

こ
の
度
更
新
し
、
診
療
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
十
五
年

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
電
話
で

の
診
療
予
約
に
よ
る
待
ち
時
間
の

短
縮
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。

　

一
方
病
院
を
取
り
巻
く
状
況
は

非
常
に
厳
し
く
、
国
の
医
療
費
抑

制
策
、
全
国
的
な
医
師
、
看
護
師

の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
診
療
科
の

廃
止
や
病
院
を
縮
小
す
る
動
き
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
事
業
収
益
は
、

二
十
億
五
千
万
円
、
事
業
費
用
も

減
価
償
却
二
億
五
千
二
百
万
円
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

に
努
め
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
診
療
体
制
の
維
持
・
整
備
に
努

め
、
引
き
続
き
健
全
経
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

み
さ
き

い
ち

▲今年も活躍が期待されるセルリオ島根

▲病院祭の様子

平成２０年度 奥出雲町自治会長会開催
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